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源内峠遺跡の所在は瀬田丘陵の一角、源内峠

に位置する（信楽道街道→上田上中野へ通じ

る、現在の龍谷大學校門前付近）。

４０年ほど過去に、近くの小学生が地表に出

ていた鉄滓(鉄を造る際に出る不純物）を見つ

け、製鉄遺跡の発見となった。結果７世紀後半頃の製鉄炉が４

基確認されました。 瀬田丘陵地帯においては、土器生産

・鉄生産・鋳造等を行っていたことがわかってます。

なぜ、ここが生産活動の拠点になったのか❓炉の構築や土器の

　　　　　　　　　　　　原材料となる粘土や燃料となる木材の入手が容易、材料や製品

の搬入搬出が便利だった、又人目に付きにくく技術の漏洩も防げたようです。また原材料

の鉄鉱石は、高島方面から調達してたという説があります。丘陵内で最も早く開発が始ま

ったのは、山ノ神遺跡で、須恵器・鴟尾(瓦の一種)が焼かれ、８世紀前半に丘陵東側で、

木瓜原遺跡、ここは鉄生産だけでなく、鍛冶・須恵器生産・梵鐘の鋳造が行われ、北東側

複数の製鉄炉同時にが稼働していた野路小野山遺跡が存在し、瀬田丘陵の生産活動の最盛

期を迎えます。この当時近江国は、都から東に向かう東海道、鈴鹿峠を超えて伊勢国、

東山道は美濃国、北陸道は越前国・若狭国に通じており、政治経済軍事的に重要な位置に

有ました。近江国の国力は大国に位置付けられ、まさに瀬田丘陵は近江国の中心でした。

９月７日（土曜日）萬福寺の駐車場をお借り

し、中筋自治会の防災訓練が実施されました。

多くの自治会員にお集まりいただき、災害の

　悲惨さ、又防災についての知恵や、初動消火について、東消防の消防

　士さんはじめ、瀬田北分団の消防士さん、防災士さんの協力のもと消化器

　や消火栓ボックスの扱い方等を学び、体験されました。 南海トラフ

　や、近くには花折断層が存在してます。 ・備える必要は必至です・
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　　駐輪場に自転車が収まら

　　ず、市にお願いを致し、

　　２期に跨る工事で完成し

　ました。年長さんによるテープカット。すっきり広くして頂きました。
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